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人
び
と
の
生
活
の
あ
る
ま
ち
／
人
び
と
の
生
活
と
沿
線

人
び
と
の
行
動

買
い
も
の
、
遊
び
、
飲
食
、
私
た
ち
の
日
常
行
動
は

居
住
沿
線
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
色
あ
い
を
も
っ
て
い
る

　
私
た
ち
の
生
活
の
な
か
で
時
間
の
も
つ
価
値
が
高
ま

っ
て
お
り
、
通
勤
・
通
学
・
買
い
も
の
・
遊
び
な
ど
の

行
動
も
そ
れ
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。

　
た
と
え
ば
、
田
園
都
市
線
の
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
の
場
合
、

東
京
方
面
へ
は
渋
谷
ま
で
急
行
で
約
2
3
分
、
い
っ
ぽ
う
、

横
浜
都
心
へ
は
長
津
田
乗
り
換
え
で
4
0
分
以
土
も
か
か

る
。
ま
た
、
相
鉄
線
の
瀬
谷
の
場
合
、
横
浜
ま
で
は
約
1
9

分
で
行
け
る
の
に
、
東
京
へ
は
乗
り
換
え
を
し
て
5
0
分

以
上
も
か
か
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
結
果
、
両
沿
線
の
居

住
者
の
行
動
に
は
お
の
ず
と
相
違
が
出
て
く
る
。
今
回

の
調
査
で
も
、
「
遊
び
に
行
く
ま
ち
」
は
田
園
都
市
線
で

は
渋
谷
が
、
相
鉄
線
で
は
横
浜
駅
西
口
が
ト
ッ
プ
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
れ
を
裏
づ
け
て
い
る
。

　
横
浜
の
鉄
道
は
、
横
浜
都
心
と
東
京
都
心
周
辺
と
の

関
係
か
ら
、
４
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
ず
、
横
浜
都
心
と
の
関
係
は
便
利
で
あ
る
が
、
東

京
都
心
へ
は
乗
り
換
え
な
け
れ
ば
行
け
な
い
「
横
浜
便

利
派
」
と
も
呼
べ
る
も
の
で
、
市
営
地
下
鉄
線
、
横
浜

線
、
相
鉄
線
が
該
当
す
る
。
横
浜
都
心
と
の
つ
な
が
り

が
、
も
っ
と
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
路
線
で
あ
る
。

・沿線により異なる通勤先

　
次
に
、
乗
り
換
え
な
し
で
両
方
に
行
く
こ
と
が
で
き

る
が
、
横
浜
都
心
を
と
お
ら
な
け
れ
ば
東
京
都
心
周
辺

へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
「
横
浜
有
利
派
」
と
よ
べ
る

も
の
で
、
東
海
道
・
横
須
賀
線
、
京
浜
急
行
線
、
根
岸

線
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
横
浜
都
心
と
の
つ
な
が

り
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
３
つ
め
は
、
横
浜
都
心
と
東
京
都
心
周
辺
を
結
ん
で

い
る
「
中
間
派
」
と
も
よ
べ
る
も
の
で
、
東
横
線
と
京

横浜都心の割合の高いのは市営地

下鉄線。東京都心の割合の高いの

は、田園都市線、東横線、根岸線
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■都心までの時間

浜
東
北
線
が
あ
げ
ら
れ
る
。
両
都
心
と
の
か
か
わ
り
は
、

相
対
的
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
４
つ
め
は
、
東
京
都
心
周
辺
へ
は
直
接
行
け
る
が
、

横
浜
都
心
へ
は
乗
り
換
え
な
け
れ
ば
行
け
な
い
「
東
京

便
利
派
」
と
呼
べ
る
も
の
が
あ
る
。
田
園
都
市
線
が
そ

れ
で
、
東
京
と
の
つ
な
が
り
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
４
つ
の
各
派
に
お
い
て
、
日
常
の
行
動
に
つ

い
て
ど
ん
な
傾
向
が
あ
る
か
、
「
市
民
の
日
常
生
活
に
関

す
る
調
査
」
で
み
て
み
よ
う
。

通
勤

　
「
横
浜
便
利
派
」
の
市
営
地
下
鉄
線
、
横
浜
線
は
市
内

へ
の
通
勤
者
の
割
合
が
6
3
％
、
6
6
％
と
大
き
な
比
重
を

し
め
る
い
っ
ぽ
う
、
東
京
へ
は
そ
れ
ぞ
れ
1
5
％
、
1
2
％

に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
同
じ
横
浜
便
利
派
の
な
か
で

も
、
相
鉄
線
は
市
内
通
勤
が
4
9
％
と
若
手
低
く
な
っ
て

お
り
、
大
和
市
等
県
央
都
市
通
勤
が
1
0
％
と
高
い
。

　
「
横
浜
有
利
派
」
の
京
浜
急
行
線
は
、
市
内
通
勤
が
5
4

％
と
市
営
地
下
鉄
線
に
つ
い
で
高
く
、
東
京
通
勤
は
2
0

％
を
下
回
っ
て
横
浜
志
向
と
い
え
る
。
い
っ
ぼ
う
根
岸

線
で
は
東
京
通
勤
が
2
9
％
で
、
特
に
都
心
３
区
が
田
園
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「
中
間
派
」
の
東
横
線
は
、
市
内
と
東
京
の
割
合
が
同

じ
で
、
双
方
へ
の
関
係
が
深
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

京
浜
東
北
線
で
は
、
鶴
見
、
神
奈
川
区
へ
の
通
勤
が
3
7

％
を
し
め
、
京
浜
工
業
地
帯
へ
の
通
勤
が
多
い
。

　
「
東
京
便
利
派
」
の
田
園
都
市
線
で
は
、
横
浜
都
心
へ

の
交
通
の
便
が
よ
く
な
い
た
め
か
、
西
・
中
区
へ
の
通

勤
が
２
％
で
、
東
京
通
勤
が
半
分
以
上
を
し
め
て
い
る
。

る
。

都
市
線
、
東
横
線
に
つ
い
で
高
い
。
東
海
道
・
横
須
賀

線
は
、
市
内
通
勤
4
6
％
、
東
京
通
勤
2
4
％
と
な
っ
て
い

鉄道の便利さては横浜駅が

１番で、市内のほとんどの

ところに30分以内で行ける
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買
い
も
の
に
行
く
街

　
次
に
、
買
い
も
の
行
動
を
み
て
み
よ
う
。

　
買
い
も
の
に
行
く
街
で
は
、
横
浜
駅
西
口
、
東
口
、

伊
勢
佐
木
町
な
ど
の
横
浜
都
心
の
割
合
が
高
い
。

　
「
横
浜
便
利
派
」
の
相
鉄
線
は
、
す
べ
て
の
品
目
口
で
横

浜
駅
西
口
が
１
位
を
し
め
て
お
り
、
横
浜
駅
東
口
も
ふ

く
め
て
横
浜
都
心
の
利
用
が
高
い
。
横
浜
線
は
沿
線
土

の
拠
点
形
成
が
比
較
的
弱
い
た
め
か
、
最
寄
り
の
商
店

街
の
割
合
が
高
い
。
市
営
地
下
鉄
線
は
、
直
通
で
行
け

る
伊
勢
佐
木
町
、
拠
点
の
上
大
岡
の
割
合
が
高
い
。

　
「
横
浜
有
利
派
」
の
東
海
道
・
横
須
賀
線
は
、
横
浜
駅

西
口
の
利
用
が
他
の
沿
線
と
比
較
し
て
、
も
っ
と
も
高

い
。
い
っ
ぽ
う
、
戸
塚
の
利
用
も
多
く
、
戸
塚
は
市
の

西
部
方
面
で
の
拠
点
と
し
て
の
性
格
を
強
め
て
い
る
。

根
岸
線
や
・
京
浜
急
行
線
は
、
ふ
だ
ん
着
や
家
電
製
品
に

お
い
て
、
港
南
台
や
上
大
岡
が
横
浜
駅
西
口
を
抜
い
て

１
位
を
し
め
る
な
ど
、
拠
点
の
商
業
集
積
が
高
ま
っ
て

い
る
。

　
「
中
間
派
」
の
東
横
線
は
、
横
浜
駅
西
口
と
と
も
に
渋

谷
、
秋
葉
原
、
銀
座
な
ど
の
東
京
の
割
合
が
高
く
な
っ

て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
京
浜
東
北
線
は
、
横
浜
駅
西
口
の

利
用
が
多
く
横
浜
志
向
と
い
え
る
が
、
商
業
集
積
の
あ

る
鶴
見
の
割
合
も
高
い
。

　
「
東
京
便
利
派
」
の
田
園
都
市
線
で
は
、
横
浜
都
心
の

利
用
が
非
常
に
少
な
く
、
渋
谷
、
秋
葉
原
、
銀
座
な
ど

の
東
京
の
割
合
が
高
い
。
い
っ
ぽ
う
拠
点
の
た
ま
プ
ラ

ー
ザ
は
、
お
し
や
れ
着
、
レ
ジ
ャ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ
用
品

な
ど
で
１
位
を
し
め
る
な
ど
拠
点
性
が
高
い
。

遊
び
・
飲
食
に
行
く
街

　
第
１
章
で
も
述
べ
た
が
、
遊
び
に
行
く
街
で
は
、
横

浜
駅
西
口
、
束
口
、
伊
勢
佐
木
町
の
利
用
が
多
く
、
飲

食
に
行
く
街
で
は
、
横
浜
駅
西
目
が
１
位
、
次
い
で
「
横

浜
の
味
」
中
華
街
が
２
位
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
横
浜
便
利
派
」
「
横
浜
有
利
派
」
は
、
遊
び
に
行
く

街
で
は
横
浜
駅
西
目
、
東
口
、
伊
勢
佐
木
町
の
利
用
が
、

ま
た
飲
食
に
行
く
街
で
は
横
浜
駅
西
口
、
東
口
、
中
華

街
の
利
用
が
多
い
。
拠
点
で
は
、
遊
び
に
行
く
街
と
し

て
戸
塚
、
港
南
台
、
上
大
岡
が
、
ま
た
飲
食
に
行
く
街

・買いものに行くまち

・主要商業地に出かける理由

西口と渋谷は百貨店の魅力､伊勢佐木町､元町､銀座は

ウィンドーショッピング､戸塚と上大岡は便利さ。

横浜線・東横線を除いて、各沿線の拠点も上位にある。なお買いも

のに対する調査は、上記以外にふだん着、紳士服、婦人服、時計、

宝石、貴金属、スポーツ・レジャー用品の合計７品目で｀行った。



よ
こ
は
ま
市
民
生
活
白
8
8
　
8
9
【
第
３
章
】
ま
ち

　キス＆ライトは、通勤する夫を主婦が、最寄り

の駅まで自家用車で送迎することをいう。首都圏

など大都市圏における人口増加にともない、交通

の不便な遠隔地においても住宅がはりつき、キス

＆ライトが郊外部を中心に広がってきている。

　『国際安全学会誌』(1987年12月号)によると、田

園都市線の青葉台では、自家用車保有世帯の48％

が月１回以上利用しているという。

　｢市民の日常生活に関する調査｣で車の所有割合

をみると、田園都市線沿線では全体の68％、次い

で東海道・横須賀線沿線が65％、相鉄線と根岸線

沿線では61％と高くなっている。

住
居
、
す
な
わ
ち
居
住
沿
線
を
選
ぶ
傾
向
が
強
い
が
、

通
勤
に
つ
い
て
は
勤
務
地
と
の
通
勤
時
間
に
よ
っ
て

と
し
て
戸
塚
、
港
南
台
が
３
位
内
に
入
っ
て
い
る
。

　
「
中
間
派
」
の
東
横
線
で
は
、
遊
び
に
行
く
街
で
渋
谷

の
割
合
が
高
い
が
、
飲
食
に
行
く
街
で
は
横
浜
都
心
の

利
用
が
多
い
。
ま
た
、
京
浜
東
北
線
は
買
い
も
の
と
同

じ
よ
う
に
、
横
浜
都
心
と
鶴
見
の
利
用
が
多
い
。

　
「
東
示
便
利
派
」
の
田
園
都
市
線
で
は
、
東
京
の
割
合

も
高
い
が
、
拠
点
の
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
が
２
位
で
あ
る
。

住
宅
取
得
の
困
難
さ
を
反
映
し
て
遠
距
離
通
勤
が
広
が

り
、
そ
れ
だ
け
通
勤
と
居
住
沿
線
は
多
様
な
関
係
を
も

ち
始
め
た
と
い
え
る
。

　
買
い
も
の
、
遊
び
な
ど
に
つ
い
て
は
、
沿
線
と
人
ひ

と
の
行
動
が
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
ま
た
、
利
用

さ
れ
る
街
を
み
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
横
浜
駅
西

口
、
東
口
な
ど
横
浜
都
心
の
比
重
は
高
い
が
、
戸
塚
、

鶴
見
、
港
南
台
、
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
、
上
大
岡
な
ど
も
多

く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
各
沿
線
に
商
業
拠
点

が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

Tow

n

■遊び飲食のまち

遊びに行く街では、伊勢佐木町が根岸線､京浜急行線､市営地下鉄線

で３ｲ立内に入っている。

飲食に行く街では中華街が田園都市線を除いて３位内に入っている。

　　　　　　　　　　　　　　横浜市｢市民の日常生活に関する調査｣(昭和62年度)

買いもの、飲食に出か･ける街はとこか

飲食で中華街に出=かける人は全体で…………34％

　横浜便利派の市営地下鉄線…………………51％

　東京便利派の田園都市線……………………18％

おしゃれ着を買いに元町に出かける‥‥‥‥‥‥10％

　横浜有利派の根岸線…………………21％

　東京便利派の田園都市線…………………3％

家電製品を買いに秋葉原に出かける……………18％

　東京便利派の田園都市線･…･･…………30％

　横浜便利派の市営地下鉄線‥:･=‥‥･‥‥………7％

時計･宝石･貴金属を買いに銀座に出かける　8%

　東京便利派の田園都市線･‥…………………16％

　横浜便利派の横浜線…………………………1％

キス＆ライト(Kiss&Ride)
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